















作文 個人の体験 個人の感覚 気持ちを表出する
小論文 個人の体験 論理的思考 聞かれたことに答える
























































































































































































































































































・批判的吟味（自分の書いたものにツッコミを入れる ）、 他人に読んでもらう 
・校正： 誤字・脱字チェック、用語の確認、用語の統一 
・寝かす、つまり何日間か放っておく、後で冷静に見直すと意外とボロが見
つかったり、俯瞰によって良い考えが浮かぶもの 
 
 
 
それでも落とされてしまったら 
 
・ここまでやっていれば、レポートに失敗するはずがない 
・それでも落ちてしまったら、先生に見る目がない 
・むしろ、今のうちに失敗しておくべき、誰もが自分の黒歴史を見て、より良
くなろうと思うもの 
・先生に自分のレポートの評価について直接聞いてみてもよい（良い場合
も悪い場合も） 
 
もし「レポートの書き方」に関する書籍を紹介
するとしたら・・・ 
河野哲也（1997）、『レポート・論文の書き方入門』、慶應義塾大学出版会 
木下是雄(1981)、『理科系の作文技術』、中公新書 
石井一成（2011）、『ゼロからわかる大学生のためのレポート・論文の書き
方』、ナツメ社 
 
（上記の本はすべて中央図書館に蔵書しています） 
ちなみにこの文献の並べ方には問題があります、考えてみましょう 
 
 
最後に・・・ 
・本日の講習会で、いくつのことを学びましたか 
・箇条書きで良いので、書き出してみましょう 
→アウトプット（書き出すこと）で、学んだことが整理されます 
ご清聴ありがとうございました。 
